
きょうの紙面

博
多
駅
前
刺
殺
１
週
間
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書
店
で
「
紅
白
本
合
戦
」
と
い
う
コ

ー
ナ
ー
を
見
か
け
た
。
男
女
そ
れ
ぞ

れ
に
よ
く
売
れ
た
新
潮
文
庫
と
そ
の

著
者
名
を
、
新
潮
社
が
毎
年
発
表
し

て
い
る
。
最
新
ベ
ス
ト
テ
ン
に
は
、
横
山
秀
夫
、

伊
坂
幸
太
郎
、
原
田
マ
ハ
、
湊
か
な
え
…
▼
今
の

時
代
で
は
な
い
人
が
１
人
い
る
。
没
後
四
半
世
紀

の
Ｓ
Ｆ
作
家
、
星
新
一
。
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
千
編
余
の
短
編
を
残
し
た
。
透
明
感
の

あ
る
ユ
ー
モ
ア
と
風
刺
が
詰
ま
っ
た
作
品
群
は
時

代
を
超
え
て
読
者
を
増
や
し
続
け
る
▼
国
境
も
超

え
る
。
先
月
は
タ
イ
の
大
学
が
日
本
語
の
授
業
で

使
う
教
科
書
を
刊
行
し
、
「
ボ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
を

採
用
し
た
。
ハ
ノ
イ
の
教
育
大
学
出
版
は
ベ
ト
ナ

ム
語
訳
の

編
作
品
集
を
出
し
た
（
星
新
一
公
式

サ
イ
ト
）
▼
世
代
も
超
え
る
。
星
さ
ん
は
子
ど
も

の
読
者
を
大
切
に
し
た
。
だ
か
ら
だ
ろ
う
、
怒
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
と
次
女
の
星
マ
リ
ナ
さ
ん
が

回
想
し
て
い
る
。
中
学
校
の
教
科
書
に
載
っ
た
時

の
こ
と
▼
作
者
は
何
を
言
お
う
と
し
て
こ
れ
を
書

い
た
の
で
し
ょ
う
、
と
あ
っ
た
の
で
、
家
で
直
接

聞
い
て
み
る
と
「
『
学
校
で
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く

か
ら
子
ど
も
が
本
を
読
ま
な
く
な
る
ん
だ
』
。
自

分
な
り
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ば
い
い
と
い
う
の
が

父
の
考
え
で
し
た
」
（
中
日
新
聞
）
▼
タ
イ
ト
ル

を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

「
午
後
の
恐
竜
」
「
妄
想
銀
行
」
「
き
ま
ぐ
れ
ロ

ボ
ッ
ト
」
…
。
な
か
に
は
「
お
ー
い

で
て
こ
ー

い
」
の
よ
う
に
面
白
く
読
ん
だ
後
で
な
ん
だ
か
怖

く
な
る
話
も
あ
る
。

世
紀
の
私
た
ち
に
向
け
て

放
た
れ
た
作
品
が
多
い
か
ら
少
し
も
古
び
な
い
。
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く ら し ８面
医 療 ９面
ス ポ ー ツ ～ 面
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テレビ・ラジオ 面
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地
域
医
療
見
直
し
へ
議
論

３
面

化
粧
の
最
先
端

す
っ
ぴ
ん

４
面

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

特
集

面

大
相
撲
大
関
貴
景
勝
が
優
勝

面

提
論

姜
尚
中
さ
ん

面

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

街彩る柔らかな光

春節 大移動 を体験
ゼロコロナからウィズコロ

ナに急転換した中国は春節を

迎えた。約 億人が「民族大

移動」すると聞き、特派員が

高速鉄道に乗って「 億分の

１」になってみた。 ▶３面

新型コロナ禍で中止が続い

た長崎の冬の風物詩「ランタ

ンフェスティバル」が 日開

幕。中国風ちょうちん、巨大

なオブジェが現れ、幻想的な

光景が広がった。 ▶ 面

概 況

日
の
九
州
は
雲
が
多
く
、
多
少
晴

れ
間
が
出
る
程
度
。
所
に
よ
り
朝
ま
で

雨
か
雪
が
降
る
。
最
高
気
温
は
北
部

度
前
後
、
南
部

度
前
後
。
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Ｊ
Ｒ
博
多
駅
近
く
で
女
性
会
社
員

当
時

が
刺
殺
さ
れ
た
事
件
は
、

日
で
発
生

か
ら
１
週
間
。
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
元
交

際
相
手
の
寺
内
進
容
疑
者

は
昨
年

月
下

旬
に
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
基
づ
く
禁
止
命
令

を
受
け
て
い
た
。
規
制
法
を
巡
っ
て
は
、
２
０

０
０
年
の
施
行
以
来
、
重
大
事
件
が
起
き
る
た

び
に
改
正
さ
れ
、
警
察
が
対
処
で
き
る
範
囲
は

広
が
り
、
権
限
は
強
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で

も
今
回
の
よ
う
な
凶
行
を
抑
止
で
き
て
い
な

い
。
識
者
か
ら
は
、
加
害
者
の
更
生
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
法
整
備
が
必
要
と
の
声
が
上
が
る
。

【

面
に
関
連
記
事
】

ストーカー規制の限界

法
改
正
後
も
事
件
頻
発

同
法
は
１
９
９
９
年
、
埼
玉

県
で
起
き
た
桶
川
ス
ト
ー
カ
ー

殺
人
事
件
を
契
機
に
で
き
た
。

そ
の
後
も
社
会
状
況
に
合
わ
せ

て
、
連
続
メ
ー
ル
（

年
）
▽

交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
る
行
為

（

年
）
▽
衛
星
利
用
測
位
シ

ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
装
置
に
よ

る
相
手
の
位
置
情
報
の
無
断
取

得
（

年
）
―
が
規
制
対
象
に

追
加
さ
れ
て
き
た
。

こ
の

年
、
全
国
の
警
察
に

寄
せ
ら
れ
た
ス
ト
ー
カ
ー
の
被

害
相
談
は
２
万
件
前
後
で
推
移

す
る
。

年
の
１
万
９
７
２
８

件
の
う
ち
、
福
岡
県
は
都
道
府

県
で
最
多
の
１
４
７
１
件
。
近

年
、
相
談
に
対
す
る
警
察
の
感

度
は「
格
段
に
上
が
っ
た
」（
警

察
幹
部
）
も
の
の
、
す
べ
て
の

事
案
で
被
害
者
保
護
を
徹
底

し
、
長
期
的
に
対
応
す
る
に
は

限
界
が
あ
り
、
自
己
防
衛
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
る
。

加
え
て
個
別
の
ス
ト
ー
カ
ー

加
害
者
の
対
応
が
難
し
い
。
禁

止
命
令
を
受
け
れ
ば
、
８
割
は

つ
き
ま
と
い
行
為
を
や
め
る
。

た
だ
残
る
２
割
が
執し

つ

拗よ
う

に
行
為

に
及
び
、
一
部
が
凶
行
に
走
る

と
さ
れ
る
。
禁
止
命
令
違
反
な

ど
が
認
め
ら
れ
れ
ば
警
察
は
逮

捕
に
踏
み
切
れ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
博

多
駅
近
く
で
起
き
た
女
性
刺
殺

事
件
で
は
禁
止
命
令
を
出
さ
れ

て
か
ら
は
、
容
疑
者
に
違
反
は

確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

福
岡
県
警
の
担
当
者
は
「
適
切

な
対
応
は
取
っ
て
き
た
が
、
今

の
法
律
の
下
で
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
難
し
い
」
と
話
す
。

危
険
度
を
見
極
め
、
限
ら
れ

た
警
察
の
人
員
を
そ
こ
に
集
中

さ
せ
ら
れ
る
か
が
重
要
に
な

る
。
「
性
障
害
専
門
医
療
セ
ン

タ
ー
」
の
福
井
裕
輝
代
表
理
事

は
「
人
格
な
ど
の
特
性
を
踏
ま

え
た
危
険
度
の
評
価
は
臨
床
心

理
士
な
ど
の
専
門
職
に
し
か
で

き
な
い
」と
指
摘
。現
状
で
は
、

リ
ス
ク
の
評
価
は
警
察
任
せ
。

専
門
職
の
見
解
に
応
じ
て
警
察

や
司
法
関
係
者
、
精
神
科
医
ら

が
協
議
し
、
対
応
す
る
体
制
づ

く
り
を
提
案
す
る
。

警
察
も

年
か
ら
、
感
情
の

制
御
が
難
し
く
再
発
の
恐
れ
が

あ
る
加
害
者
に
医
療
機
関
の
受

診
を
勧
め
て
い
る
。
た
だ
、
受

診
は
任
意
で
、
医
療
的
措
置
に

つ
な
が
っ
た
の
は
全
国
で

％
。
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
手
が

け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
女
性
・
人

権
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ッ

プ
」
の
栗
原
加
代
美
理
事
長
は

「
治
療
命
令
を
出
し
、
従
わ
な

け
れ
ば
罰
則
を
科
す
な
ど
強
制

力
を
持
た
せ
る
法
律
や
条
例
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

話
し
た
。
（
田
中
早
紀
、
山
本

諒
、
坪
井
映
里
香
）

重
体
３
人

高
齢

要
介
護
者
入
居
神戸市

日
午
前
１
時

分
ご
ろ
、

神
戸
市
兵
庫
区
湊
町
に
あ
る
３

階
建
て
集
合
住
宅
「
第
２
ひ
ろ

み
荘
」
で
「
１
階
の
窓
か
ら
黒

煙
が
出
て
い
る
」
と
近
隣
住
民

が
１
１
９
番
し
た
。
神
戸
市
消

防
局
や
兵
庫
県
警
兵
庫
署
に

よ
る
と
、
現
場
で
い
ず
れ
も
１

階
に
住
む

〜

代
の
男
性

４
人
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

他
に
全
身
の
や
け
ど
や
気
道
熱

傷
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
た

〜

代
の
男
性
３
人
が
意
識
不
明

の
重
体
、

代
男
性
が
重
傷
と

い
う
。
【

面
に
関
連
記
事
】

署
や
住
人
ら
に
よ
る
と
、
死

亡
し
た
の
は
山
口
勝
弘
さ
ん

、
村
上
忠
雄
さ
ん

、

木
村
敏
彦
さ
ん

、
津
田
正

行
さ
ん

。
い
ず
れ
も
１
階

の
廊
下
や
室
内
で
発
見
。
搬
送

さ
れ
た
４
人
も
１
階
で
見
つ
か

っ
た
。
１
階
に
は
脚
が
不
自
由

で
車
い
す
生
活
や
寝
た
き
り
の

住
人
も
お
り
、
介
護
の
担
当
者

が
訪
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

住
宅
は
１
９
６
３
年
に
建
て

ら
れ
、
部
屋
数
は

戸
で
約

人
が
居
住
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
３
階
建
て
延
べ
約
３
０
０
平

方
㍍
の
う
ち
、１
階

平
方
㍍
、

２
階
３
平
方
㍍
を
焼
き
、
約
１

時
間
後
に
ほ
ぼ
消
し
止
め
ら
れ

た
。
１
階
南
側
の
部
屋
の
燃
え

方
が
激
し
く
、
県
警
は
火
元
の

可
能
性
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

北
橋
市
政
継
承
の
是
非
争
点

北
九
州
市
長
選
立
候
補
者

（
届
け
出
順
、
■

推
薦
）

津つ

森も
り

洋よ
う

介す
け

無

新

永な
が

田た

浩こ
う

一い
ち

無

新

武た
け

内う
ち

和か
ず

久ひ
さ

無

新

清し

水み
ず

宏ひ
ろ

晃あ
き

無

新

内
閣
府
参
事

官
、
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局

部
長
▽
小
倉
北
区

▽
東
大

共
産
党
県
常
任
委

員

中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
▽
佐
賀
県

み
や
き
町
▽
北
九

州
大厚

生
労
働
省
福

祉
人
材
確
保
対
策

室
長
、
外
資
系
企

業
役
員
▽
小
倉
北

区
▽
東
大

広
告
デ
ザ
イ
ン
会

社
社
長
、
芸
能
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
代

表
▽
小
倉
北
区
▽

北
九
州
高
専
中
退

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

平
ひら

井
い

一
かず

三
み

無 新①

県ソフトボール
協副会長 県
議、自民党市支
部長▽針摺中央
▽九州工大

筑
紫
野
市
長
選

（開票終了）
平井 一三 無新 17908
藤田 陽三 無現 10717
浜武 振一 無新 4153

筑
紫
野
市
長
に

平
井
氏
初
当
選

福
岡
県
筑
紫
野
市
長
選
は

日
投
開
票
さ
れ
、
無
所
属
新

人
で
元
県
議
の
平
井
一
三
氏

が
、
い
ず
れ
も
無
所
属

で
４
選
を
目
指
し
た
現
職
の

藤
田
陽
三
氏

自
民
、
公

明
、
国
民
推
薦

と
、
新
人

で
元
市
議
の
浜
武
振
一
氏

を
破
り
、
初
当
選
を
果
た

し
た
。

自
民
党
は
市
支
部
が
平
井
氏

を
推
し
た
が
、
県
連
は
藤
田
氏

の
推
薦
を
決
め
、
分
裂
選
挙
と

な
っ
た
。
投
票
率
は

・

％

で
過
去
最
低
。
当
日
有
権
者
数

は
８
万
６
２
１
６
人
（
市
選
管

調
べ
）
。

国枝慎吾

車
い
す
テ
ニ
ス
男
子
の
第
一

人
者
で
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ

ル
、
四
大
大
会
で
通
算

度
の

優
勝
な
ど
数
々
の
実
績
を
誇
る

国
枝
慎
吾

が

日
、
同
日

限
り
で
の
引
退
を
表
明
し
た
。

自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
も
う

十
分
や
り
き
っ
た
と
い
う
感
情

が
高
ま
り
、
決
意
し
た
次
第
で

す
。
最
高
の
車
い
す
テ
ニ
ス
人

生
で
し
た
」
と
つ
づ
っ
た
。

【

、

面
に
関
連
記
事
】

２
０
０
１
年
に
ツ
ア
ー
デ
ビ

ュ
ー
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は

年
ア
テ
ネ
大
会
の
ダ
ブ
ル

ス
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
シ
ン

グ
ル
ス
は

年
北
京
大
会
で
初

優
勝
し
、

年
ロ
ン
ド
ン
大
会

で
連
覇
を
達
成
し
た
。
５
度
目

の
パ
ラ
出
場
と
な
っ
た

年
の

東
京
大
会
で
は
日
本
の
主
将
を

務
め
、
選
手
団
を
け
ん
引
。
自

身
も
シ
ン
グ
ル
ス
で
３
度
目
の

頂
点
に
輝
き
、
開
催
国
の
顔
と

し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

車
い
す
テ
ニ
ス
の

国
枝
が
引
退
表
明

も
う
十
分
や
り
き
っ
た

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

北
九
州
市
長
選
は

日
告
示

さ
れ
、
元
国
土
交
通
省
職
員
の

津
森
洋
介
氏

自
民
、
立

民
、
公
明
、
国
民
推
薦
、
共
産

党
福
岡
県
委
員
会
常
任
委
員
の

永
田
浩
一
氏

共
産
推

薦
、
元
厚
生
労
働
省
職
員
の
武

内
和
久
氏

、
広
告
デ
ザ
イ

ン
会
社
社
長
の
清
水
宏
晃
氏

の
無
所
属
新
人
４
人
が
立

候
補
を
届
け
出
た
。
投
開
票
は

２
月
５
日
。

【

面
に
関
連
記
事
】

４
期
目
の
現
職
北
橋
健
治
氏

が
今
期
限
り
で
引
退
す
る

こ
と
を
受
け
、

年
ぶ
り
に
新

人
同
士
が
争
う
。
北
橋
氏
の
事

実
上
の
後
継
候
補
で
与
野
党
が

相
乗
り
す
る
津
森
氏
に
対
し
、

一
部
の
自
民
党
市
議
は
武
内
氏

を
支
援
す
る
自
民
分
裂
の
構
図

と
な
っ
た
。
社
民
党
は
市
本
部

レ
ベ
ル
で
津
森
氏
を
支
持
す

る
。
北
橋
市
政
継
承
の
是
非
や

人
口
減
対
策
、
経
済
浮
揚
策
な

ど
が
争
点
と
な
る
。

津
森
氏
は
自
民
や
立
憲
民
主

の
国
会
議
員
ら
が
出
席
し
た
出

陣
式
で
「
オ
ー
ル
北
九
州
力
で

未
来
を
つ
く
る
」と
ア
ピ
ー
ル
。

北
橋
市
政
の
取
り
組
み
を
発
展

さ
せ
る
決
意
を
示
し
た
。

永
田
氏
は
出
発
式
で
現
市
政

を
「
冷
た
い
政
治
」
と
批
判
。

下
関
北
九
州
道
路
な
ど
の
大
型

事
業
を
や
め
「
市
民
の
暮
ら
し

や
仕
事
を
応
援
す
る
北
九
州
を

つ
く
っ
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

武
内
氏
は
出
陣
式
で
「
今
回

の
戦
い
は
政
党
対
市
民
党
。
し

が
ら
み
や
利
権
を
断
ち
切
っ
て

財
源
を
つ
く
り
、
未
来
を
支
え

る
子
ど
も
と
若
者
た
ち
に
投
資

し
て
い
く
」
と
力
を
込
め
た
。

清
水
氏
は
「
最
大
の
課
題
は

少
子
高
齢
化
」と
第
一
声
。「
若

者
が
住
み
た
い
、
面
白
い
と
思

え
る
北
九
州
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
衰
退
か
ら
復
活
へ
か

じ
を
切
る
」
と
強
調
し
た
。

有
権
者
数
は

万
３
２
５
５

人（

日
現
在
、市
選
管
調
べ
）。

（
村
田
直
隆
、
笠
原
和
香
子
、

後
藤
希
、
上
田
泰
成
）
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